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　　　　□ごあいさつ

　株式会社三協デリカは、1990年創業以来、食品製造業として歩んで参りました。

大手ＣＶＳ専用工場として、調理麺・惣菜等のデイリー商品を山口県、九州全域に365日

供給しております。

　安全・安心をモットーに、美味しい商品を時代の変化や、お客様のニーズに対応しながら

提供し続けることで、信頼される企業を目指しております。

　企業規模が年々拡大の一途を辿り、企業としてますます社会的責任、環境配慮が問われて

いくことは必然であり、社会の公器としてしっかり対応していく事を義務として取り組んで

まいる所存です。

　　　　□環境経営方針

＜環境経営理念＞
　株式会社三協デリカは、『すべてはお客様の“ありがとう”のために』を経営理念とし、

生活者の視点に立って環境と調和を図り、地域に愛され信頼できる企業である事が使命と

考えています。

　食品企業として、食の安全・安心を届けることはもとより、人々の暮らしがより素敵に

なるよう地球環境に配慮した企業活動に努めてまいります。

＜環境保全行動指針＞
　持続可能な社会の実現に向けて、環境経営システムを構築し、必要な見直しを行いながら環境

経営を実践し、継続的改善に努めます。

　具体的な取り組みとしては、以下の5分野を重点テーマと定め、全社員が高い環境意識を持ち、

計画的に取り組んでまいります。

　また、この環境経営システムを用いて、ＳＤＧｓ(持続可能な開発目標)にも取組み、地球環境

の保全にも貢献してまいります。

１ ．法令遵守

環境関連法規制を遵守し、環境保全及びリスクの低減に努めます。

２ ．環境負荷の低減

・生産効率化によるCO2排出量削減

・水使用量の削減と浄化機能強化による排水水質の改善

・廃棄物の発生抑制、削減

・生産管理強化による食品廃棄物削減とリサイクル率の維持向上

・化学物質の適正使用・適正管理

・環境に配慮した商品製造の推進

３ ．製品品質（安全性）の向上

ＨＡＣＣＰによる衛生管理の徹底

４ ．体制構築・人材育成

環境保全に関する社内体制の構築と、社内教育を推進し、従業員の意識向上を図ります。

５ ．地域との共生

地域社会とのコミュニケーションを大切にし、地域の環境活動を積極的に推進します。

株式会社　　三協デリカ

代表取締役社長

制定日： 2020年4月1日

改定日： 2022年4月1日

野﨑　裕二
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□組織の概要 作成日：

（１）名称及び代表者名

株式会社　三協デリカ

代表取締役社長　野﨑　裕二

（２）所在地

本社・福岡工場 福岡県福岡市東区箱崎ふ頭6丁目8番41号

　　　熊本工場 熊本県熊本市北区和泉町三ツ塚168番14号

（３）環境管理責任者及び担当者連絡先

本社・福岡工場 責任者 取締役　本部長 TEL：092－632－4033

担当者　 総務部 FAX：092－632－4036

　　　熊本工場 責任者 取締役　本部長 TEL：096－275－2171

担当者　 総務部 FAX：096－275－2172

（４）事業内容

コンビニエンスストア向け調理麺の製造

URL：http://www.sankyoo-d.co.jp

（５）事業の規模

売上高 億円 （2022年度）

従業員　　　　　 名 名 名

延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡

（６）事業年度 1月1日～12月31日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社　三協デリカ

対象事業所： 本社・福岡工場

　　　熊本工場

対象活動： コンビニエンスストア向け調理麺の製造

□事業所の紹介

　本社・福岡工場

　　　　　熊本工場

7,443 3,407 10,850

399 297 696

2023年3月30日

121

区分 本社・福岡工場 熊本工場 合計
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 作成日：

 品質保証部 お客様

相談室

本社・福岡工場 環境管理責任者 取締役　本部長

　　　 　　環境事務局 総務部

　　　熊本工場 環境管理責任者 取締役　本部長
　　環境事務局 総務部

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

（ＦＳＭＳチーム） ・環境に関する内部監査の実施・報告

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

内部監査チーム ・環境に関する内部監査の計画

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・取り組み状況の確認・評価

・問題点が発生した場合は、原因究明、是正処置を検討

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知

工場長 ・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

経営会議 ・環境経営計画の審議

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、経営会議の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境管理責任者を任命

部門長・工場長

商品部 業務部

TEL０９２-６３２-４０３３　　FAX０９２-６３２-４０３６

TEL０９６-２７５-２１７１　　FAX０９６-２７５-２１７２

環境管理責任者

環境事務局

総務部

経営会議

2023年3月30日

代表者

内部監査員

社長

取締役　本部長

 総務部 製造部

生産技術室

エンジニア

リング部
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□主な環境負荷の実績（全社）

単位

※蒸気の排出係数は、供給先の「箱崎ユーティリティ㈱」(41.1)を採用

※上記CO2数値には、LPGが含まれます。

□環境経営目標及びその実績（全社）

✕

✕

✕

✕

〇

✕
〇

✕
✕
〇

〇

〇

〇

〇
✕

✕

95% 95% 98.8%

2019年 80.0% 79.1% 78.5% 78.0%
kg-CO2/百万円 18.163 14.530 15.201 14.258 14.167

基準年度比 2019年 87.0% 88.8% 88.0%

水使用量の削減（全社) ㎥ 537,223 467,384 477,173 472,756 470,070

87.5%

36.567
化学物質の適正管理
(全社) 行動目標（次項による）

廃プラの削減(全社) t 855 624 604 577
基準年度比 70.6% 67.0%

環境に配慮した製品・
サービスへの取組(全社) 行動目標（次項による）

原単位 ㎥/百万円 41.791 36.358 39.288 36.776

基準発生原単位 kg/百万円 192 192 124

73.0%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 8,915,342 7,935,340 7,959,439 7,898,573

67.5%
食品廃棄物の発生抑制
再生利用率の向上(全社)

自主目標 95% 95% 98.8% 98% 98%

食リ法目標

573

738,723 734,171 729,582

116.362 93.090

478.796
自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2

基準年度比

原単位

99.217 93.090 92.508

基準年度比 2019年 95%

原単位 kg-CO2/百万円 379.671 354.992 381.107 356.890

182,120

基準年度比 2019年 85.0% 83.5% 83.0% 82.5%

Ａ重油による二酸化炭
素削減(熊本工場)

kg-CO2 2,883,440 2,450,924 2,407,293 2,393,255 2,378,838

233,488 186,790

原単位 kg-CO2/百万円

184,622 183,288
原単位 kg-CO2/百万円 580.358 493.305 512.172 481.697

㎥ 464,965 477,173470,425

基準年度比 2019年 93.5% 94.8% 94.0% 93.5%
4,587,859 4,563,455

（基準年) （目標） （目標）

CO2排出係数 (調整後)
(kg-CO2/kWh) 0.479 0.391 0.391

電力会社 九州電力 九州電力 九州電力

採用年度 2020年度 2021年度 2021年度

食品再資源化実施率 ％ 98.5% 98.8%

　減量量 94 153
　再生利用以外の量 0 0

94
0
0

98.5%

電力による二酸化炭素
削減(全社)

kg-CO2 4,880,701 4,563,455 4,628,801

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準値 2022年度
評
価

2023年度 2024年度

（目標） （実績）

水使用量

0
　再生利用量 954 981
　熱回収量 446 372

食品廃棄物
　発生量

t

1,494 1,506
　発生抑制量 0

1,578
0

1,016
469

　廃棄物処理量 0 0

　一般廃棄物排出量 ｔ 289 205
　産業廃棄物排出量 ｔ 1,314 1,359

二酸化炭素総排出量 kg-CO2 8,511,031 8,458,049

廃棄物排出量

9,798,452

313
1,359

項　目 2021年度 2022年度2020年度

331 314 205 199 195

2019年

基準年度比 2019年 80.0% 80.5% 80.0% 79.5%

354.992
蒸気による二酸化炭素
削減(福岡工場)

kg-CO2 917,714 734,171

62% 60% 59%

7,853,996

一般廃棄物の削減
t

電力, 
54.7%

A重油, 
28.5%

蒸気, 
8.7%

LPG, 5.9%

ガソリン, 
1.0%

軽油, 
1.2%

エネルギー別CO2排出構造

8458ｔ-CO2

2022年度

本社・福岡工

場, 51.5%

熊本工場, 
48.5%

サイト別CO2排出構造

8458ｔ-CO2

2022年度
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□主な環境負荷の実績（本社・福岡工場）

　エネルギー別CO2排出構造

※蒸気の排出係数は、供給先の「箱崎ユーティリティ㈱」(41.1)を採用

※上記CO2数値には、LPGが含まれます。

□環境経営目標及びその実績（本社・福岡工場）

✕

✕

✕

〇

〇

✕

✕

〇

〇

〇

〇

✕

✕

0

246,434 244,755 243,372

基準年度比 2019年 73.0% 63.8% 63.0%

化学物質の適正管理
行動目標（次項による）

環境に配慮した製品・
サービスへの取組 行動目標（次項による）

88.0%

原単位 ㎥/百万円 35.066 30.508 33.098 31.034 30.859

基準年度比 2019年 87.0% 89.1% 88.5%

水使用量の削減 ㎥ 276,560 240,607

基準発生原単位 kg/百万円 192 192 119.3

100%

食リ法目標 95% 100%

食品廃棄物の発生抑制
再生利用率の向上

自主目標 95% 95% 100% 100%

62.5%

廃プラの削減 t 852 622 544 537 532

95%

7.485 7.430

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 4,465,160 4,033,367 4,142,163 4,116,021 4,093,695

58,601

2019年 73.0% 69.2% 68.5% 68.0%

86,177 62,909 59,659 59,031

kg-CO2/百万円 10.927 7.977 8.013

80.0% 79.5%

原単位 kg-CO2/百万円 116.362 93.090 0.000 93.090 92.508

基準値 2022年

評
価

2023年 2024年

２０１９年度基
準値

729,582蒸気による二酸化炭素
削減

kg-CO2 917,714 734,171 738,723 734,171

基準年度比 2019年 80.0% 80.5%

原単位 kg-CO2/百万円 438.873 410.347 449.101 421.318 419.124

233,918

食品再資源化実施率 ％ 100% 100%

　減量量 0 41.79

　再生利用以外の量 0 0

3,305,512

0

0

0

100%

水使用量 ㎥ 236,710 246,434

　廃棄物処理量 0 0

電力会社 九州電力 九州電力 九州電力

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 3,461,270 3,236,287 3,343,782

　熱回収量 0 0

0

865.30

0

食品廃棄物

　発生量

ｔ

884.53 887.97

　発生抑制量 0

　再生利用量 884.53 846.18

CO2排出係数 (調整後)
(kg-CO2/kWh) 0.479 0.391 0.391

　一般廃棄物排出量 ｔ 0 0

　産業廃棄物排出量

2021年

4,312,071二酸化炭素総排出量 kg-CO2 5,131,125 4,357,574

0

994.89

865.30

廃棄物排出量

ｔ 1,044.65 1,000.98

項　目 単位 2020年 2022年

採用年度 2020年度 2021年度 2021年度

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2

基準年度比

2019年 93.5% 96.6% 96.0% 95.5%

3,322,819

基準年度比

（基準年) （目標） （実績） （目標） （目標）

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

電力, 

蒸気, 

LPG, 
5%

ガソリン, 
1%

軽油, 
1%

4357ｔ-

CO2

2022年度
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□主な環境負荷の実績（熊本工場）

単位 エネルギー別CO2排出構造

kg-CO2

※上記CO2数値には、LPGが含まれます。

□環境経営目標及びその実績（熊本工場）

〇

✕

〇

✕

✕

✕

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

✕

97%

2022年

617.77

0.00

135.12

371.56

192

化学物質の適正管理
行動目標（次項による）

環境に配慮した製品・
サービスへの取組 行動目標（次項による）

2.74

78.0%

88.0% 87.5%

原単位 ㎥/百万円 52.465 46.169 49.092 46.169 45.906

基準年度比 2019年 88.0% 88.5%

水使用量の削減 ㎥ 260,664 229,384 230,739 229,384 228,081

95% 95% 97.0%

基準発生原単位 kg/百万円 192

原単位

131.4

食品廃棄物の発生抑
制・再生利用率の向上

自主目標 95% 95% 97.0% 97% 97%

食リ法目標

基準年度比 2019年 95% 62% 60% 59%

3,772,233

一般廃棄物の削減
t 331 314 205 199 195

2019年 98.5%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 4,450,182 3,900,360 3,817,276 3,794,484

原単位 kg-CO2/百万円 512.172 481.697 478.796

基準年度比 2019年 85.0% 83.5% 83.0% 82.5%

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2

基準年度比

廃プラの削減 t 3.51 3.46 60.12 2.76

基準年度比 1712.8% 78.5%

84.8% 84.0% 83.5%

kg-CO2/百万円 29.650 24.609 26.587 24.906 24.757

255.628 273.399 246.059

2022年

評
価

2023年 2024年

147,310 122,268 124,963 123,741 123,004

2019年 83.0%

水使用量 ㎥ 233,715 231,047 230,739

基準年度比 2019年 93.5% 90.5% 90.0% 89.5%

1,277,488 1,270,391

（基準年) （目標） （実績） （目標） （目標）

CO2排出係数 (調整後)
(kg-CO2/kWh) 0.479 0.391 0.391

電力会社 九州電力 九州電力 九州電力

採用年度 2020年度 2021年度 2021年度

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準値

食品再資源化実施率 ％ 97% 96%

　減量量 93.54 93.54

　再生利用以外の量 0.00 0.00

0.00

　再生利用量 131.28 88.94

　熱回収量 468.53 446.31

食品廃棄物

　発生量

ｔ

693.35 628.79

　発生抑制量 0.00

　一般廃棄物排出量 ｔ 313.17 289.25 204.89

　産業廃棄物排出量 ｔ 313.93 319.18 358.16

　廃棄物処理量 0.00 0.00

111.10

0.00

0.00

二酸化炭素総排出量 4,667,327 4,198,960 4,100,475

廃棄物排出量

項　目 2020年 2021年

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 1,419,431 1,327,168 1,285,020

244.692

Ａ重油による二酸化炭
素削減

kg-CO2 2,883,440 2,450,924 2,407,293 2,393,255 2,378,838

580.358 493.305

原単位 kg-CO2/百万円 273.399

電力, 
31%

A重油, 
59%

LPG, 
7%

ガソリン, 
1%

軽油, 
2%

4100ｔ-

CO2

2022年度
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画（全社）
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減(全社)

取組紹介
工場内照明をLEDに交換
両工場ともに70％LED化
2023年度全ての照明を
LEDにする

2019年

2022年

蒸気による二酸化炭素削減(福岡工場)

取組紹介
配管メンテナンスは
定期的に実施、不具合
箇所早期発見に努め、
エネルギーロス削減に
取組んでいます。

2019年

2022年

Ａ重油による二酸化炭素削減(熊本工場)

取組紹介
使用量が多い製麺茹で機
ラッキングを総点検、
劣化している部分の交換
実施

2019年

2022年 78,350 68,850 71,450 66,700 65,000
86,150 85,600 85,500

66,200 67,300 78,300 81,850 81,000 79,150 84,150

12月
85,000 81,400 92,600 90,300 92,200 88,650 99,250 88,500 88,850

6月 7月 8月 9月 10月 11月1月 2月 3月 4月 5月

数値目標 〇 排出量目標は達成。売上減少の影響も有り原単位当たりは目標未達
となった（売上基準年対比95％）。一部蒸気配管のラッキング施工
は実施したが、廃熱抑制シートに関しては見送った。茹で室の蒸気
配管に関してはラッキング施工終了。来期は各場所、各工程の見直
しを行いながら改善を図っていく。

・蒸気・冷温水配管の保温強化 ○
・茹で釜廃熱抑制シートの検討 △

1,487 1,327 1,284 1,292 1,603

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

1,682 1,716 1,856
1,769 1,651 1,537 1,415 1,533 1,529 1,547

12月
2,148 1,933 2,053 1,881 1,935 1,840 1,728 1,835 1,721

6月 7月 8月 9月 10月 11月1月 2月 3月 4月 5月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 ✕ 削減目標は未達であったが、使用量の多い製麺工程での機器

稼働開始時間管理を徹底して行ったことで、大きく改善され
てきた。

・蒸気配管メンテナンス ○
・製麺機稼働時間管理 ○

1,489,709 1,499,402 1,208,022 956,967 800,675 695,247709,547 641,356 767,974 828,485 1,030,647 1,210,334

1,405,208 1,526,643 1,312,858 1,072,905 836,917 799,651774,890 719,610 841,322 882,217 1,105,661 1,204,729

7月 8月 9月 10月 11月 12月1月 2月 3月 4月 5月 6月

○
・冷凍機・空調機省エネタイプ更新 ○
・空気圧縮機のエア洩れ点検 ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 ✕ 排出量削減において熊本工場は目標達成、福岡工場は未達と

なった。排出量削減に効果があるLED化は、両工場ともに
70％完了しており、2023年度中に100％完了させる。2023年
度両工場ともに、省エネ小集団活動を更に深化させ、適正管
理、使用量削減に向けて取り組む

・空調温度の適正化（事務所等：冷房２８℃　暖房２０℃） ○
・仕分け出荷室　空調管理（出荷後停止） ○
・ＬＥＤ照明化推進

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価

0

1,000

2,000

3,000
蒸気（ｔ） 2019年 2022年

0

50,000

100,000

150,000

重油（㎥） 2019年 2022年

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

電力（kwh） 2019年 2022年
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取組紹介
運転状況が分かるように
見える化を行っています

2019年

2022年

2019年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介
予測発注となるため
在庫管理精度向上や
オーダー数の傾向を
見ながら、廃棄が
出ないように、情報
共有し、発注精度向上
に努めています。

2019年

2022年

5,369 3,939 3,975 3,457 3,547
2,656 2,347 2,656 2,897 3,181 3,811 4,215 4,843 3,756 3,300 3,124 3,322

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標

10月 11月 12月
1,757 2,524 3,894 3,556 3,697 3,550 4,426
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

2,947

5月
4,821

1月 2月 3月 4月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
4,867 4,031 5,024

自動車燃料による二酸化炭素削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 ✕ 排出量削減では、福岡工場達成、熊本工場未達となった。熊

本工場では夜間従業員で送迎利用者が増えたことにより稼働
も増え未達となっている。2023年度においてはルートの見直
しを行い、削減に向け取り組んでいく。

・急発進、急加速防止のための教育（安全面含
む）

○
・ＣｉＥＭＳ導入による運転状況の管理による使用量適
正化

△

4,419 4,208 4,642 4,995 4,013 3,889 3,534 3,613
2,793 2,421 2,865 2,543 3,260 3,544 3,499 3,313 2,505 2,424 2,860

〇 削減目標達成。2023年度生産工程を見直しながら、無駄に使
用していることがないか確認し、更なる削減に向けて取り組
む。

・包材発注量の精度アップ ○
・包装不良の削減（機器メンテナンス） ○
0 0
0 0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
29 29 29 26 27 27 27 33 26 26 25 27
25 22 23 22 22 20 21 16 21 13 0 0

0

2,000

4,000

6,000
軽油（L) 2019年 2022年

0

10

20

30

40

一般廃棄物（kg） 2019年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ガソリン（L) 2019年 2022年
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廃プラの削減(全社)

取組紹介
包装不良による、廃プラ
廃棄量抑制のため、メンテ
ナンスに関する、勉強会を
実施しながら、機器不具合
低減に取組んでいます。

2019年

2022年

取組紹介
熊本工場同様に、福岡工場
でも圧搾機を導入し、野菜

残渣減量に取組んでいます。

水使用量の削減（全社)

取組紹介
節水活動の一環として
外国人にも分かりやすい
掲示を行い、啓蒙活動を
行いました。

2019年

2022年

化学物質の適正管理(全社)

環境に配慮した製品・サービスへの取組(全社)

△

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・顧客クレーム削減 ○ 地区の特色を活かしながらロングセラー商品となるように開

発に努めた。来期においては長鮮度化に向けて更なる品位向
上に取り組む。

・ロングセラー商品開発 ○
・事務用品のグリーン購入推進 △

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・リスクアセスメントの実施 ○ 代替物質への移行は進んだ。外国人も増えているため、理解

できるように工夫しながら、労働安全衛生向上に取り組む。・有害性物質の表示の徹底 △
・従業員教育 ○
・代替物質の検討

49,363 49,057 41,080 39,023 36,141 33,13435,963 31,614 37,770 36,814 43,926 43,288
49,424 53,664 47,842 44,202 39,163 36,52841,119 38,077 44,666 45,256 48,653 48,630
7月 8月 9月 10月 11月 12月1月 2月 3月 4月 5月 6月

・漏水箇所の点検・補修 ○
・節水小集団活動による使用量削減 ○
・野菜洗浄機導入による水使用量削減（福岡） ○

○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 ✕ 両工場ともに小集団活動や、機器立上げ時間管理、野菜洗浄

機導入による水量管理など削減に向けて取り組んだが、目標
未達となった。使用量が多い製麺工程や野菜処理工程で、更
なる改善に向けて活動を行う。

・製麺機稼働開始時間管理 ○

数値目標 〇 再資源化率は達成したものの、前年対比で生産数98％に対し
廃棄量は101％、歩留まり改善や先入先出徹底活動を行って
いるが増える結果となってしまった。来期は予測発注管理・
在庫管理における廃棄削減、見込み生産における過剰抑制な
ど工夫しながら削減に取り組む

・先入先出しミスによる廃棄削減 ○
・盛付重量精度向上教育 ○
・ロットテスト会議による共有による歩留まり改
善

○
・野菜圧搾による減量開始（福岡）

67 46 44 57 58

食品廃棄物の発生抑制・再生利用率の向上(全社) 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

70 63 53
42 38 45 40 44 46 75

12月
62 65 67 56 70 61 80 118 91

6月 7月 8月 9月 10月 11月

○

1月 2月 3月 4月 5月

数値目標 〇 目標達成手段を徹底して行ったことにより、単月で未達はあ
るものの年間累計では達成した。2023年度生産工程を見直し
ながら、更なる削減に向けて取り組んでいく。

・包材発注量の精度アップ ○
・包装不良の削減（機器メンテナンス） ○
・包材落下削減 ○
・ステンレスバットへの変更

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

0

20,000

40,000

60,000 水道水（㎥） 2019年 2022年

0

50

100

150

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

廃プラ産業廃棄物（ｔ） 2019年 2022年
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□工場の取組紹介

＜本社・福岡工場＞ ＜熊本工場＞

野菜洗浄・殺菌機を追加導入し、品位向上、異物 排水処理設備を追加導入し、更なる水質改善に

除去、水量管理に取組んでいます。 努めています。

＜本社・福岡工場、熊本工場＞ ＜本社・福岡工場、熊本工場＞

品質管理向上や環境負荷低減のため、自分たちで 丹精込めて作られた野菜を無駄にしないように

何ができるのか、社員だけでなく、パートナー 歩留まり管理に取組んでいます。

従業員も参加し、意見交換しています。
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
・法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。
・環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

・なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

空気圧縮機、送風機

二酸化炭素排出

□外部からの環境上の苦情・要請等
外部からの苦情や・要請等はございませんでした。

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 油流出事故の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：地震による廃油保管ドラム缶転倒想定

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 今回初めて参加する技能実習生も多数いたが 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし
初期消火から点呼・報告まで緊張感を持って行えた。水消火器を使用した消火訓練時に、外国人従業員に

伝わらない部分があったことが課題。次回は翻訳したイラスト入り資料等を作成し教育を行う

■実施状況の様子

2022年11月3日 熊本工場

社員20名　パートナー40名

2022年11月22日 福岡工場（廃油保管庫）

流出事故訓練問題なし。通報訓練では報告先を知らないメンバーもいたため、分かりやすく掲示を行う

温暖化対策推進法
消防法（危険物） 危険物の保管
フロン排出抑制法 業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫
化学物質排出把握管理促進法 殺菌剤、洗浄剤

下水道法 除害施設
大気汚染防止法 ボイラー（煤煙）
省エネ法 特定事業所

社員9名　パートナー2名

・流出事故対応、通報訓練

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（動植物性残さ、廃プラ、汚泥、廃油等）
食品リサイクル法 食品廃棄物
騒音規制法
水質汚濁防止法 油類保管、洗浄設備

・食品リサイクル法の事業者ごとの基準実施率は達成しています。

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

事業活動を行うなか、環境問題は経営最重要課題の1つと捉えております。

2020年度より、環境マネジメントシステム　エコアクション21に取組んで参りました。

活動を行う従業員全員が、もったいないを意識し、一人一人が自分たちで何ができるのか考えるきっかけと

なりました。2022年度において、15名の新入社員が加わりました。SDGsへの関心も高く、若い人たちの意見
を積極的に取入れ、更なる環境負荷低減に一丸となって取組んで参ります。
2022年度結果としては、廃プラ削減、食品残渣再生実施率は目標達成しましたが、他の項目については、
目標未達となりました。2023年度目標に向けて、環境負荷低減に関わる情報を多方面から収集し、達成に
向けて手段の見直しを指示しました。

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり(高効率機器情報収集及び更新、アイドルタイム削減を指示)

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

環境・資源・福祉に役立つように 資源の有効活用のため 地域貢献の一環として
エコキャップ運動実施しています 古紙リサイクル運動実施 地域清掃活動実施しています

2023年3月27日

13


